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オープニング　みんなのうた　♫赤鼻のトナカイ
第一幕　クリスマス・イヴの夜
第二幕　サンタさんのお話し
第三幕　なぞのまほうつかい登場
第四幕　大雨
第五幕　虹のかなたへ
エンディング　サンタさんのウィンク
略称表記一覧

登場人物　　　　　　　　　　　キャスト
· プ（プロキオンぼうや）　　　　　　後藤麻衣子　

· ま（まほうつかい）                佐藤隆子
· サ（サンタクロース　サンタさん）  広滝満男
· シ（シリウス母さん）                 秋山知子
· カ（ふたご座兄カストル）　　　　　  並木則行　

· ポ（ふたご座弟ポルックス）　　　　  麻生真道
· ふ（ふたご座兄弟同時）　　　
· お（おうし座　おうしさん）　　　  高木 智  
· オ（オリオン座　オリオンさん）    山田 明 
· ナ（ナレーション）                   薄多佳子 

· 全（キャストと、全スタッフ）　　　
その他

· ＳＥ（サウンド・エフェクト　効果音）
· ♫　（曲名を表す）
オープニング
《お客さんと一緒に歌う。みんなのうた》

音楽（１）♫赤鼻のトナカイ
第一幕

音楽（２）♫赤鼻のトナカイ　

（インストルゥメンタル・バージョン）　

　　・・・歌の余韻を引っ張りながら楽しい調べ
《空から見下ろすように、雪化粧をしたクリスマ
スの街並みと、飾り付けられた家々の様子》

ナ「今夜はクリスマス・イヴ。街には楽しい音楽が流れ、子どもたちはおうちをきれいに飾って、サンタさんのプレゼントを今か今かと待っています。
今日は、真ん丸い、満月のお月様が出ていますね。」
《街並みを見下ろしていたカメラ視線が、空へ向けられると、そこに金色に輝く満月がある》

ナ「なんて美しい夜でしょう・・・こんな夜は、静かに耳を澄ますと、冬の星座たちの声が聞こえてくるんですよ・・・
ほら、誰かが鼻歌を歌っているようですー」

　　

プ「（♫赤鼻のトナカイの続きを鼻歌）
フンッフンッフフン　フッフーン・・・」
《ふたご座、姿登場とともに声が聞こえる》

カ「やぁ、プロキオンぼうや！」

ポ「今日は一段と陽気だねっ」

プ「あ、ふたご座さん、こんばんは！　そりゃそうだよ。だって、今日はクリスマス・イヴなんだもん！」
カ「（ちょっと大げさに）おぉ、そうだった！　今日はクリスマス・イヴだったよ、わが弟ポルックス」

ポ「（強調して）どおりでプロキオンぼうやが『（歌のフシで）真っ赤なお鼻の～♪』なーんて歌っているわけだねっ」

カ「どれ、俺たちも歌おうぜ！」

ふ「（地声でややオンチに即興風）

♪しっぽがパタパタ～　プロキオンぼうや～
いっつもカワイイ～　自慢のしっぽ～　　」
《プロキオンのおしりのアップ。丸っこいしっぽ
がパタパタしている》
プ「ぼくのしっぽはパタパタなんてしてないよっ　ひどいよっ　ふたご座さんっ」

カ「ほらっ　今だってパタパタしてるぜっ　おっもしろいなァ～」

プ「（かなり怒る）なんだいっ　しっぽならおうしさんにだってあるじゃないさっ　ねぇ、おうしさん！」

お「ん～（やや、間。考えた感じで）そんなにパタパタしないも～」（真剣に天然）

ふ「アハハハ（いじわるな笑い）」

プ「ひどいよっ　おうしさんまで！(↑おうし座も意地悪で言ったと思って。)

　　なんだいっなんだいっ みんないじわるだっ」
第二幕

《ＳＥ：鈴の音が近づいてくる。》
《サンタクロースの声だけ聞こえる。》

　
サ「おやおや、にぎやかじゃのぉ。」

プ「あ、サンタさん！（嬉）」

《サンタクロース、スクリーンに登場》
サ「フォッフォッフォッ！　やぁ、プロキオンぼうや、今年は良い子にしておったかな？」

プ「うん！　あ・・・でも、ぼく、ふたご座さんとよくケンカしちゃった～」

サ「そうかね。でも、またすぐに仲直りして一緒に遊んでいたんじゃろう？」

プ「（元気よく、屈託のない感じ）うん！　だって、友だちだもん！」

サ「お前は素直でよい子じゃ。その心を忘れるでないぞ。・・・（ちょっと悲しげに）しかしの、世の中には簡単に仲直りできない人たちもおるんじゃよ。」
　

プ「え～　そうなの？」

サ「プロキオンぼうやは、仲直りがしたい時どうするかな？」

プ「えっと・・・(考え込む)うーーーん」

サ「じゃあ、一つお話をしてあげよう。　

いつだったかのぉ・・・（満月に気が付く一瞬の　間。）・・・おぉそうじゃ、あの日も今夜のような満月の夜じゃった・・・もうずいぶん昔のことじゃが、二つの国が長い間、戦争をしておったんじゃ。」

プ「せんそう？　せんそうって何？」

サ「そうじゃな、大きなケンカのようなものじゃ。とっても仲直りが難しいケンカなんじゃ。」

プ「どうしてむずかしいの？」

サ「そうじゃの・・・（考える　間）自分のことばかり考えているうちに、だんだん相手はどんな気持ちかなと思う心が足りなくなってくるんじゃろう・・・」

プ「（サンタクロースの話を最後まで聞かず、心配そうに）

じゃぁ、二つの国は仲直りできなかったの？」

サ「まぁ焦らずお聞き。

　　二つの国は戦って、戦って、戦い続けておった。

　　

その間、どちらの国の人々も深く傷ついての。悲しみに包まれておったんじゃ。

　　

じゃが、長い間戦いを続けるうちに、二つの国の人たちは『もうこんな苦しみは嫌だ、戦いをやめたい』と願うようになった。そこで初めて、相手がどんな気持ちか考えるようになったんじゃ。
そうしたら、自分たちがしたことで相手も同じように傷ついていることに気付いて、お互いに仲直りしたいと思うようになった。」

プ｢（屈託無く）じゃあ、二つの国は仲直りできたんだねっ｣

サ「（ちょっと嬉しそうに）そうじゃ。ずいぶん時間はかかったが、二つの国はようやく戦争をやめることができたんじゃ。
　　

（雰囲気を変え、不思議な話であることを強調）
その夜、不思議なことが起きた。

満月の光を受けて、それは美しい七色の虹が現れたのじゃ。夜に虹が出るなどと、わしは我が目を疑った！　それはまるで、二つの国の人々の気持ちを虹がつないだかのようじゃった・・・（ちょっと間をおいて、遠くを羨望のまなざしで）あの美しい夜の虹を、もう一度見たいの・・・」

プ「ぼくも見たいな！　ねぇ、サンタさん、ぼくのクリスマスプレゼントは虹がいいなぁ」

サ「（わざとらしく）おっとっと！　もうこんな時間じゃ。わしゃもういかにゃならん！　冬の星座たちよ、また会おうぞ。」

《サンタクロース、ソリで去る。》
《ＳＥ：　鈴とソリの去っていく音》
プ「あ～　サンタさん行っちゃった！　
ぼく、まだ虹をみたことがないや。

　　おうしさんはある？」

お「んー（期待を抱かせる　間）ないも～」

プ「そ、そう・・・（気を取り直して、明るく）

　　ふたご座さんは？」

カ「あるわけないさっ　虹は、昼間、太陽が出ている時に見えるものなんだ。夜になんて、みえるはずないさっ」

ポ「プロキオンぼうやはおっちょこちょいだな！　サンタさんにからかわれたのさ。」

《オリオン、声だけ聞こえる》
オ「いやいや、そうでもないかもしれないよ。」

《オリオン、姿登場》

プ「あ、オリオンさん！　それってどういうこと？」

オ「昔聞いた話だが、満月の夜には月の光を受けて虹が現れることがあるらしいぞ・・・」

プ「ほーら、やっぱり！　サンタさんはからかったりしないよ！」

第三幕

プ「あー　ぼくも夜の虹を見てみたいなー」

《まほうつかい、声だけ聞こえる》
ま「その虹とやら、オイラが出してやろーか！」

《まほうつかい、登場。一同、ぎょっとする》
プ「えっと、きみは、だれ？」

ま「（名乗らない。高飛車に）オイラは、優秀な魔法使いサマさ！

オイラならなんだって魔法でちょちょいのちょいっさ！」

プ「えーっ　きみ、まほうつかいなのー？」

ま「（自慢げに）そうさ、オイラはこの杖さえあればどんな魔法だって使えるんだぞ。」

プ「（素直に感心）へえ～　ぼく、まほうつかいに会ったの初めてだよ！　じゃぁ、魔法で虹も出せるんだね！」

ま「おやすいごようさ。エイッ！」

《白黒の虹が出てくる》
ま「どうだっ！」(自慢げに胸を張っている)

プ「これが虹？　サンタさんは、虹は７色だって言ってたよ」

ま「（慌てて）し、知ってるさ、試しただけさ。これでどうだ、エイッ！」

《チェックの虹がでてくる》
ま「どうだっ！」(自慢げに胸を張っている)

オ「虹はチェックの模様ではないはずだよ。」

ま「えっ・・・」（焦る）

カ「最初から怪しいと思っていたんだ。おまえ、本当に虹を知ってるのか？」

ポ「それともだせないのか～？」

ま「（形勢逆転でむきになって）オ、オイラは優秀な魔法使いなんだぞ！　魔法でなんだってできるんだ！」

《まほうつかい、逆ギレして、プロキオンとふた

ご座にいたずらで魔法をかける》

ま「エイッ」

《プロキオン、毛むくじゃらになる》

プ「わぁーーーなにすんのさっ　早く戻して」

ふ「あははは・・・」

ま「エイッ」

《自分たちは無関係だと安心して大笑いしていた

ふたご座の着衣がフリルのついたかわいい服に
なって、言葉もオネエ言葉に変わる。》

カ「んまぁっ　なんなのっ　このお洋服はっ」

ポ「カストル兄さま、お言葉がっ」

カ「ポルックス、あなたもよっ　ちょっと、このインチキまほうつかいっ、早く元に戻しなさいよっ」

ま「どうだっ　おいらの力を思い知ったか！」

　　（まほうつかい、勝ち誇る）

シ「あなたたち、またケンカしているの？」

《シリウス母さん、登場。母さんの声にまほうつ

かいが驚いたので、魔法がとけて元通りになる》

プ「おかあさん！　ちがうんだよ！　へんなまほうつかいがやってきて、魔法で虹を出せるっていったのに、ちっとも出せないんだ。」

ま「だせないんじゃないぞ！　虹なんて簡単すぎるからだしてやらないだけさっ　オイラはすごい魔法がいっぱい使えるんだっ。」

シ「そうね・・・魔法が使えるということは、すばらしいことね。でもね、この世界には魔法ではできないことがたくさんありますよ。
　　

（明るく気分を変えて）

それにね、虹っていうのは雨が降った後にでるものだから、今夜みたいに晴れた夜にはね・・・」

《話が終わる前に、まほうつかいがほくそえんで、
杖をふる。》
ま「雨？なんだ、それを早く言えよ。そ～れ！」

《みるまに空がかき曇り、大雨が降り出す》
カ「あっ雲だ！　たいへんだ！　みんな隠れちゃうぜ！」

《プロキオン以外の星座たち、雲に隠れていなく
なってしまう。》

《ＳＥ：　大雨の音》
　

《まっくらになる》

プ「虹なんて全然でてこないじゃないか！　きみなんか　うそばっかりじゃんっ」

ま「ふんっ　うるさいなっ　みんないなくなってせいせいしたっ　雨よ～もっとふれ～　ふれ～もっとふれ～・・・」

プ「（怒る）なにするんだよ！　せっかくクリスマス・イヴの夜なのに、きみのせいでめちゃくちゃだよ。」
ま「（独り言）ちぇ、虹が見たいっていうから、雨を降らせてやったのに。雨なんかふらせなければよかった。もう、虹なんてどうでもいいやっ」

《まほうつかい、空へ向けて杖をふる》

ま「雨よ、やめ！　・・・あれ？やめ！あれ？なぜだ？止められないぞ？　どうしよう！！！」

《やむどころかどんどん雨が強くなっていく》
《※この時点で、ずぶ濡れなのはまほうつかいだ
け。登場時より細ってやや弱々しく見える。

　プロキオンをはじめ他の星座たちはまったく濡
れていない。》
第四幕

　
（まほうつかいの心情の変化に気づかず攻める）
プ「何やってるのさっ　早く雨を止めてよ！」

　
ま「（ちょっと弱気な声）分かってるさ！　
でも・・・止められないんだ。」

　（まだ、攻める）
プ「えーっ　きみが降らせた雨じゃないっ　なんで止められないのさっ」

　

　（いじっぱりだけど、弱い反撃になる）
ま「うるさい！うるさいっ！　止められないものは止められないんだ！」

　

（なじる）
プ「どうすんのさーっ！」

　（途方にくれた独り言のあと、涙をこらえてプロキオンに怒鳴る）
ま「どうするって・・・オイラが聞きたい・・・もう、ほっといてくれよっ！」
《その時、まほうつかいの目から大粒の涙がポロ
リとこぼれ、それを見せまいと、まほうつかい

はプロキオンに背を向けて、空に向かって杖を
ふり続ける。》

《しかし、プロキオンはまほうつかいの涙を見て
しまう。》
　
　（驚いて信じられない様子）
プ「【心の声】あのまほうつかい、泣いてた・・・
　　なんで、泣いていたんだろう？・・・」

《その時、プロキオンの心の中にサンタさんの声
がよみがえる。
「・・・自分のことばかり考えているう

ちに、だんだん相手はどんな気持ちか

なと思う心が足りなくなってくるんじ

ゃろう・・・・・・そこで初めて、相
手がどんな気持ちか考えるようになっ
たんじゃ・・・」　　　　　　　　》
プ「【心の声】
相手の気持ち・・・あの子の気持ち・・・
　　う・・・・ん　分からないなぁ・・・・

　　でも、ぼく･･･なんだか、ほっとけないやっ」
（出口は見えないが、何かしたい）
プ「と、とにかく、雨雲をどけなくちゃ！

ぼくも、なんとかやってみるよ！」

《プロキオン、犬掻きで雲をどけようとする。》
プ「よいしょっ　よいしょっ」

《プロキオン、孤軍奮闘。そのうち、ふたご座、
おうし座、オリオン座も手伝いに出てくる》
カ「なにやってるんだ？　プロキオンぼうや」

プ「雨雲をどけているんだ。よいしょっんしょっ」

ポ「そんなんじゃ、間に合わないぜ！」

カ「ポルックス、こっちはバケツリレーでやろう！」

ポ「よしきた！　カストル兄さん！」

オ「よしっ　ここは俺の力の見せ所だな。
　　　ウォリャァァァァーーーーー」

《かなり雲が消える》
プ「さっすがーァ、オリオンさん！」

お「背中にのせるも～」

《皆で雨や雲をのけている。魔法使いはどうした

らいいか分からず立ちすくして杖をふっている。
そのとき、杖が手から離れて天の川に落ちてし
まう。》
ま「あっ・・・・」

《ＳＥ：　ヒューッポチャンッ　

・・・杖の落ちる音》

プ「あぁっ！！！（はっと息を呑む）」

《それをみたプロキオンの驚愕の顔と青ざめたま
ほうつかいの顔を二枚並べて、アップ。》

《ＳＥ：　ボチャンッ　ジャブジャブ　

　　　・・・・プロキオンが杖を拾うために飛び込んで泳いでいる音》

《プロキオン、一目散に天の川に飛び込み、ずぶ
ぬれになって杖を拾ってくる。》
プ「ほら、これ。大事なんでしょ。」

ま「う、うん・・・」

《プロキオンがさわやかな笑顔なのに対して、ま
ほうつかいは、困ったような嬉しいような複雑

な顔で、うなずきながらぎこちなく手だけ出し
て杖を受け取る。
まほうつかい、顔を上げて、プロキオンと目を
合わせる。ふたり、ぎこちなく微笑む。》
《雨雲が晴れてきれいな夜空がのぞく。満月が見

えてくる。》
シ「ほら、みて！　空が晴れてきたわ。」

全「（口々に）やったね！」

《プ、地上の様子に気づく》

プ「わぁ　大変だっ　みてっ　まちが水浸しだよ！」

《地上の様子。きれいだった飾りつけが雨でぐち
ゃぐちゃになっている。》

カ「せっかくの飾り付けが台無しだ。」

ポ「（まほうつかいにむかって）ぜーんぶ、お前のせいだからなっ」

オ「そうだな・・・きみはこのままでいいのか？

（雰囲気を明るく変えて、励ますように）

今の君なら、なんとかできるんじゃないか？」

《まほうつかいは突然のオリオンの言葉にめんく
らう。》

ま「え？・・・うん・・・なんとかやってみる。元に戻す呪文はなんだったっけ・・・えっと・・・そうだ、あの呪文なら・・・たしか」

ま「スマスリクッ♪」（ちょっと自信なさげ）

《杖先から光の帯がでてくる。》

《ある家の庭先のツリーが一本元通りになる。》
オ「おぉっ　ツリーがもとに戻ったぞ！」

カ「１本ずつじゃぁ、きりがないぜ」

プ「じゃあ、ぼくもやるよ！」

ま「えっ　おまえが？　う・・・ん・・・」
　（迷っているまほうつかいを待たずに）
プ「じゃぁいくよっ　せーの！」
ま「（↑プロキオンと同時）え？　ちょっ・・・」

ま・プ「スマスリクーッ♪」（元気よく）

《杖先からは先ほどより太い光の帯がでる》

《ＳＥ：　ポンっ　と音がして、家が一軒、元通
りになる》
ポ「家が一軒ずつでも間に合わないぜ。」

ま「うん・・・。もっともっとたくさんの声だったら、いっきに戻るんだけど・・・」

カ「それなら、今日ここに来てくれたみんなの力も借りようぜ。」

ポ「そうだな、よーし、じゃ、みんなも一緒に呪文を唱えてくれよ！　合図をしたら大きな声で
　　
『スマスリク♪』
って唱えてくれ。準備はいいかい？

　　じゃぁいくよ！　せーのっ」

お客さん・全「スマスリク～～～」
《まちはまだ元通りにならない。》

カ「だめだ、もう一回やろう！　後もう少しだぜ！」

ポ「よし、いいかい？　大きな声だぜ！　せーの！」

お客さん・全「スマスリクーーーーー」
《まちが、すっかり元通りになる。》
全「やったー（口々に喜び合う）」

第五幕
《そのとき、空（ドーム）に虹が現れる。》

プ「あ、あれは何？」

オ「おぉ～　虹だ！

プロキオンぼうや、あれが、月の光でできた虹だよ！
話には聞いていたが、本物を見るのは初めてだなぁ」

カ「オレも初めてみた。よかったな、プロキオンぼうや」

ポ「からかってごめんな。プロキオンぼうや」

お「きれいだも～」

プ「ほんとにきれいだねぇ！　サンタさん、僕のお願いを聞いてくれたのかなっ
ねぇ、君の願い事はなんだったの？」

ま「オイラは・・・願い事なんてしてないやっ。」

　（いやみでなく純粋に）
プ「そっか、きみは、なんでも一人でできるんだったね。」

ま「そうだ・・・けど、オイラ、今日はおまえに助けられたな。・・・おまえ、いいヤツだな。おまえにはいい友だちがいるな。」

プ「なにいってんのさっ　きみだって、もう友だちだよっ」

ま「友だち？　オイラが？　オイラは友だちなんて・・・」

プ「（まほうつかいのセリフのかぶせて）もう友だちだよ！」

ま「（恐る恐る）・・・本当か？」

《プロキオンが手を出して、一人と一匹、しっか

り握手をする》

プ「本当だよっ　よろしくね！」

ま「よろしくな！」

プ「うん！　これからはいろんなことして遊ぼうね！　ぼくにも魔法を教えてよっ」
ま「（得意げに）いやだ。遊んでやってもいいが、魔法は教えてやらない。オイラのような優秀な魔法使いじゃないと魔法は使えないんだからなっ」

プ　｢えー　けちっ！　｣

（互いに顔を見合わせて笑いあう）

プ・ま「あははははっ」

《プロキオンと魔法使い、ケンカしながらもいつ

までも手をつないで虹を見上げる後姿になる。》
エンディング

《ＳＥ：　鈴の音が近づいてくる》。

《ソリに乗ったサンタさんが通りかかる。》
サ「（感慨深く）ほ～　夜の虹とは珍しい・・・
　 （観客に向かって）どうやら、だれかさんとだれかさんの気持ちがつながったようじゃの。ああやってつないだ手がもっともっとのびていけば、いつかきっと平和な世界になるじゃろう――――」

《サンタさんがウインクして、ソリで去っていく。

～～～the　END　の文字がソリの後に流れる》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（了）

クリスマスのおくりもの２００６


























5/20

